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移動の「シェア」で地域の社会問題を解決する

「地域公共交通シンポジウムin中部 2025」事例紹介
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持続可能な地域創造のための

移動の課題と「シェア乗り」の新たな可能性

「地域公共交通シンポジウムin中部 2025」事例紹介



Confidential

本日のアジェンダ

自己紹介

モビリティ業界（ドアツードアの移動）を取り巻く環境

ニアミーが取り組んでいること

質疑応答（QA）

2



Confidential

本日のアジェンダ

自己紹介

モビリティ業界（ドアツードアの移動）を取り巻く環境

ニアミーが取り組んでいること

質疑応答（QA）

3



Confidential

代表取締役社長髙原 幸一郎 
シカゴ大学経営大学院卒
モビリティサービス協会理事 / iU教授（モビリティ・ソーシャルデザイン学）/スタートアップ協会理事 /
シェアリングエコノミー協会幹事 / インパクトスタートアップ協会正会員 / 全国ハイヤー・タクシー連合会加盟

株式会社NearMe｜ニアミー 自己紹介

2001年SAPへ新卒入社。国内外様々な業界の業務改革プロジェクトに従事。
2012年楽天に入社。物流事業の新規立ち上げ、日用品EC事業の責任者、
米・仏グループ会社の取締役やCEOなどを歴任。
日本には豊富な地域資源があるのに「もったいない」ことが多く、
今後は日本の地域活性化に貢献したいという思いで日本に帰国。
地域課題でも特に深刻なドアツードアの移動問題に取り組むことで
「住みたい街に住み続けられる社会の実現」を目指し、2017年株式会社
NearMe（ニアミー）を創業。2018年からシェアリングエコノミーのMaaS
サービス、AIを活用した「移動のシェア」サービスを複数展開している。
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会社概要
会社名

所在地

代表者

設立

資本金

事業内容

主な協業先

株式会社NearMe

東京都中央区日本橋富沢町9-4

髙原 幸一郎

2017年7月18日

1億円

シェアリングエコノミーのMaaSサービス、AIを活用
した「移動のシェア」サービスを複数展開

暮らしの をなくし
をつくる

移動の を解決し
1人でも多くの人が

好きな街に住み続けられる社会
を実現したい

「もったいない」
「次のあたりまえ」

「もったいない」
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2030年に起きうる移動課題とは
観光産業は政府/産業界において「成長戦略の柱」「地域活性化の切り札」としての位置付け

超少子高齢化による人口減少インバウンド観光急増

この『需要↑vs 供給↓』の構造を放置すれば、地域社会と観光地の両方に深刻な影響がでる

“観光立国”とは、観光客が増える国ではなく観光を通じて地域が持続可能に生きる国である

→ニアミーは、AI×配車テクノロジーを用い、地域交通と観光交通の境界を越えて
移動のミスマッチを社会課題と捉え、未来志向で解決する存在へ

需要↑

国策として
訪日6,000万人を目指す

供給↓

社会構造としての
不可避な構成に
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喫緊の課題は移動の需給バランスの不均衡

Source: TAXI Today in Japan, Taxi of Tokyo, JNTO 訪日外客数（2025/1/15)

ドライバー不足

高齢化で15年間減少

移動需要

インバウンド約3,700万人昨年比

40%
減 47%増

全国でドアツードアの移動課題が深刻Problem Statement
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タクシーの使い方が「もったいない」

Source: TAXI Today in Japan, Taxi of Tokyo 

乗車率

40%

乗車人数

/ 9人13

一方で、タクシーは遊休資産であり有効活用できる可能性Problem Statement
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未来に向けて
どう解決するか
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目的は”輸送量”を増やすこと

輸送量増加へ

ドライバーを増やす（量） 既存資産の有効活用と効率化（質）

ライドヘイリング
1台に1組

シェア乗り
（相乗り / 乗合）

タクシー規制緩和
ライドシェア解禁

＝ 一般のドライバーが自家用車を
使って有料で乗客を運ぶ日本版ラ
イドシェア / 公共ライドシェア

即効性高

ライドプーリング
1台に複数組

ライドプーリング型の「ライドシェア」が即効性が高く有効Solution

量 × 質
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日本特有の人口減と少子高齢化を背景に、さらに脱炭素が求められる中で、
モビリティの将来は既存資源を有効活用するライドプーリング（質）の実装が重要ではないか

ライドヘイリング
1台に1組

ライドプーリング
1台を複数人でシェア

交通量増加

既存台数から輸送量を6倍創出

渋滞や環境負担を軽減

自動運転の世界

ドアツードア移動も
シェアが次の
あたり前になる

シェア型への転換GAP

一般車両（小型車）の
EVへのスイッチ

来たるべく
自動運転へのパス

シェア車両のデザイン
とEVへのスイッチ

未来の移動において、「シェア乗り」は世界に先行したモデルを構築できる可能性Solution
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参考｜現に世界でもその先を見据えた課題解決の動きがSolution
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ドライバー不足の解消と車両の大型化（＋EV化/自動運転化）で日本の移動問題を解決

* 現状の乗車人数1.3→4人の3倍、実車率40→80％の2倍を乗じた場合

一般ドライバー

タクシー

シェア乗り 現状の台数でも6倍*の
輸送量を創出できる可能性

朝 夜

ドライバー数
（Taxi + RH） プライシング シェア乗り

（Ride Pooling）
車両の大型化
（EV/自動運転）

需要

時間

4人/台

9人/台

4人/台

「シェア乗り」アプローチは、需給バランスの最適化に貢献Solution

Ride Hailing (RH)

Ride Pooling

Lifeline Taxi

Ride
Share
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効果的で即効性のある打ち手として、
タクシーのスペースとキャパ（遊休資産）を活用

ドライバー不足 需要急増 実車率 乗車人数

40 % / 9人13
AIとマッチングのテクノロジーで解決！

40%
減 47%

増

Solution
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タクシーのシェア乗り「NearMe」は、
バスとタクシーのいいとこ取り、おトクにドアツードアで移動できる

特徴

価格

利便性

オンデマンド
少数グループ

シェアだからおトク

ドアツードア/
事前予約

高級・高品質/
プライベート利用

高価格

ドアツードア/ 即時

不特定多数/
大量輸送

低価格

定時・定路線

タクシー バス

Solution
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タクシーの「シェア乗り」で
第4の公共交通機関を目指す！
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複数人を同乗させる「シェア乗り」が、売上アップや実車率向上に貢献できると期待されている

Source:٭بؠذ哅槡יַֽמ☪䏲二מג⹦׽磝׳◄ꯁיַחמ, ⪒㎁٭ٕؕـ٬٭بؠذ鵽⺬⚡2017

⪒㎁٭بؠذ⶜⚡ֿ٤ٚو٤٘بؠؓג״כױ
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普段からタクシー
を利用する人
・プライベート
・即時性

同じ方向に行く「人」の
マッチング＆
ルーティング最適化

普段は電車・バス・
自家用車を利用する人
・シェア
・お得

配車

配車

送客

ユーザー

1組

2組

3組

4組

タクシー利用者
のパイの拡大

タクシー会社

①. 自家用車や電車・バスを利用する人からの新規顧客創造
②. タクシー車両が不足している時間帯などへの対応
③. 1乗車あたりの乗車距離アップで生産性向上の可能性
④. 災害や人身事故など有事の代替手段になる可能性
⑤. なるべく多くの人とシェアすることで混雑解消や環境負荷軽減につながる可能性

4％

96％

公共交通機関
を利用する人
の割合
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「シェア乗り」によるタクシー業界にとっての5つの機会
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2021年11月相乗り解禁

ニアミーは、相乗り通達に沿った日本初の「シェア乗り」サービスで先行

Source: 国土交通省, 相乗りタクシー実証実験の結果

マッチ率や乗車者への不安はあるものの、利用意向は高い

2018年の国交省による実証実験の結果

Source: https://news.yahoo.co.jp/articles/d772055d6f6143dc0a2ceabddf48334c9a9d8880

2021年11月の「相乗り解禁」により、本格的に展開できる環境が整った
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https://news.yahoo.co.jp/articles/d772055d6f6143dc0a2ceabddf48334c9a9d8880
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需要と供給の両サイドのマッチングプラットフォームBusiness Model

需要創出

新規乗車数の
増加↑

配車効率

往復・帯による
運行

価格

シェアだから
おトクに乗れる

利便性

乗り継ぎや荷物の
負担なし

特許取得済

マッチング ルーティング
最適化して
配車

ユーザー 運行会社
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シェアでおトクに！
自宅・ホテルと空港をドアツードア
羽田空港便：定額1,980円/人～

1人でタクシー利用するより半額以下
定時・定路線のバスより柔軟

エアポートシャトル

バスとタクシーの“いいとこ取り”の新たな移動サービス
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メールで注文の確定
03

フライトにあわせて予約
（多言語対応）

01

申し込み内容の確認
02

˻ٜعٔبع٭ُت

5つの利用ステップ
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集合時間・場所の確認
04

当日、時間になったら乗車＆目的地へ
05

5つの利用ステップ
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空港の実績をもとに様々なユースケースに対応Product & Traction
エアポートシャトルは累積100万人を突破（80%の旅行者カバレッジと多言語対応）
さらに、空港で構築した特許取得済みの仕組みを「地域の足」「観光の足」へ横展開

実証から日本全国へ社会実装

エアポートシャトルのサービス成長

シェア乗りにより
通常のタクシーと比べて既に

2~3倍の輸送力
を実現
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エアポートシャトルの展開

各エリアの地元のタクシー会社と提携し、
自宅から最終目的地まで一気通貫の移動体験を提供

全国16空港で多言語展開
旅行者の80％以上のカバレッジ
インバウンド利用も増加中
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テクノロジーで、運行会社の成長を支える業務DXを推進
特許取得済

ü 事前予約の計画配車により、
往復運行や帯で連続した
運行が作成でき、配車効率アップ

ü 事前予約でユーザーをバンドル
ü ダイナミックルーティング（AI）によ
り複数の注文から1つのトリップを自動
で作成し、組み合わせを最適化

ü 複数の交通事業者が参加可能
ü 運行管理者は受け入れ可能か
すぐに判断でき、承認すると
ユーザーへ自動通知

1. 組み合わせ最適化 2. 「1-Click相乗り配車」 3. 事前予約で配車効率↑

注文１
注文２
注文３

運行 A 承認

ワンクリック
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空港送迎で構築した仕組みの
展開サービス事例
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日常生活旅行
エンターテイメント

オフィス/商業施設

駅

お店

ホテル

観光地/イベント

スポーツ

空港

観光

エアポート

地域病院/施設

学校

空港で構築したプラットフォームを様々な利用シーンに展開

自宅
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各エリアの課題やニーズに合わせたサービスを全国へ展開Product & Traction
ニアミーは様々な移動課題に向き合い各地域で展開

実証から日本全国へ社会実装

培ってきた実績を全国の様々な移動課題に

全国25都道府県に展開

国プロジェクト
にも採択
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京都市
オーバーツーリズムの解消に向けて、相乗りで交通量を減らし、輸送量を
高める目的で実施

観光価値向上と地域活性化を目的に、事前予約による利便性の向上と相乗り
により一人あたりの負担を下げることで、お得で快適な観光地周遊を実現

美郷市
新幹線駅からの二次アクセスに課題が存在し、各スポットを設置し、区間
で1人あたり料金（乗合運賃）を設定し、観光施設へのアクセスを改善

北秋田市
9割が台湾のためインバウンド対応（中国語/繁体字）
最寄り駅からスキー場までを輸送

岡山県
メインをノーマイカーの国内旅行客の1~2人旅を対象。最寄り駅から車で30
分かかる観光スポットに輸送。インバウンド対応（英語・中国語/繁体字）

観光向けサービスの事例｜インバウンド含む各エリアの課題やニーズに応える

新潟市
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観光/地域向けサービスの事例｜オンデマンド交通、日本版・公共ライドシェア
交通空白地帯の解消や運行経費の財政負担の軽減、地域の回遊性向上を目的に、
様々なユースケースに応えるサービスを提供開始

東京都大田区にて
オンデマンド型交通の実証運行

新潟県佐渡市にて
ライドシェア開始

山形県山形市にて
65歳以上の方を対象とした
相乗りタクシー

長野県野沢温泉村にて
ライドシェアの実証実験参画

長野県飯山市にて
市民と観光客まで、相乗りを

相乗り旅客運送にて
AIデマンドシステム導入
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地域向けサービスの事例｜かなみちゃん相乗りタクシー（山形市公共交通課）
相乗りタクシーとして、利用数に応じて利用者負担の差額運賃を行政が補填するモデル

実施期間

2024年3月～

実施背景

相乗りの促進と効率的な配車の実現
事業の利用拡大や他地区への展開を見据え、相乗りマッチングを実現
するために、「事前予約システムによる相乗りマッチング業務契約」
としてAIマッチングシステムを導入
スマートフォンアプリ等による利用者の予約の利便性向上やタクシー
事業者が行う配車業務の迅速化と効率化にも努め、持続可能なサービ
ス提供を目指す

結果

運行車両を借上ではなく都度配車モデルを採用。
本仕組みを採用することで収支率35%以上達成
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地域向けサービスの事例｜佐渡版ライドシェア（佐渡市交通政策課）
タクシー優先配車機能（タクシー→ライドシェアの順に配車依頼）を初実装（2024年7月時点）
タクシーだけでは賄いきれなかった移動需要に対応でき、地域交通とのシームレスな共存・補完関係も実現

注文する

注文を承認する 注文情報閲覧不可

注文情報閲覧可注文が非承認/受注不可

優先配車（タクシー→一般ドライバー＝ライドシェアの順）の設定により適切な共存関係を

ユーザー タクシー ライドシェア（一般ドライバー）
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観光向けサービスの事例｜清水港（ライドシェア×シェア乗り）

実施期間

2025年9月～

実施背景

ライドシェアとの共存（供給量の効率向上）
清水港は国際クルーズ船の寄港地として観光において重要な役割を担
っているが、フェリー到着時には利用者が集中し、地域の二次交通は
慢性的に不足しており、観光客と地域住民の双方にとって移動の選択
肢が限られるという課題がある

静鉄タクシー株式会社が清水港で導入する、自家用車を活用した日本
版ライドシェア（ライドヘイリング）と、ニアミーが従来から取り組
んできた複数組で一台の車両を利用する“シェア乗り”（ライドプーリ
ング）のAI配車システムを連携させた日本初の仕組み

これにより、需給のずれで港周辺で不足していた移動の選択肢を広げ、
利便性を大きく向上させる

日本版ライドシェア（ライドヘイリング）の「量」の取り組みと、ニアミーが従来から取り組んできた複数組
で一台の車両を利用する“シェア乗り”（ライドプーリング）の「質」の取り組みを連携させた日本初の仕組み



38

シェア乗り
（相乗り・乗合）

ライドシェア
（日本版・公共）

両方に対応できるのが

×量
ドライバーを増やす

ライドヘイリング（1台に1組）
質

資産の有効活用と効率化

ライドプーリング（1台に複数組）

1つの配車アプリで、ライドシェアとシェア乗りの両方に対応し、特に難易度のシェア乗りについては、
これまで全国でオペレーションを構築し展開してきた実績を有する

ニアミーは、ライドシェア×シェア乗りの両方に対応可能できる唯一無二の存在
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ニアミーが提供する仕組み

事前予約/
即時

ダイナミック
ルーティング

受注・在庫
管理システム

マッチング
&配車

航空/不動産/鉄道/経路/MaaSアプリetc..

連携パートナー

旅行代理店

一般ユーザー

企業・団体・地方自治体向け
システム（OEM）提供

配車システム連携

通勤通学や
通院など

買い物や
観光

スポーツや
イベント

API

API

交通事業者

タクシー

シャトル

バス
（オンデマンド）

成長を支える業務DX：パートナーやシステム連携でさらなるスケールを実現



40Source: TAXI Today in Japan, Taxi of Tokyo 

現在の課題への対応・ある程度需要がある領域での取り組み 未来に向けた取り組み
限定されたユースケース

移動の自由を確保するべく
この領域の取り組みが不十分
例）空港・観光アクセス、オーバーツーリズム、脱炭素、
万博等のイベント時の混雑回避、深夜早朝のドライバー不足、
白タク対応...

基幹となる電車・線路バス
（定期定路線・大量輸送）

配車アプリ＋自家用車の活用
（日本版ライドシェア）

ニアミー
（シェア乗り）

ライド
ヘイリング

コミュニティバス
デマンド交通（乗合）
※既存の路線バス減便や廃線に
対応するために対象者・エリア・

時間を限定した運行

自家用車の活用
（公共ライドシェア）

電車バス（96%）
約250億人

タクシー（4%）
約10億人

輸送人数

交通空白対応・バス補完

需要小：地方・過疎地需要大：首都圏・観光

送客連携 選択肢
拡充

日本の移動課題の解決に向けて、重要になるニアミーの今後の展望

（自動運転）
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“シェア乗り“を今からあたり前にすることで、 地域交通と観光交通の境界を越えて移動の需給ミス
マッチによる社会課題を解決し、未来の移動につなげていく

ライドヘイリング
1台に1組

ライドプーリング
1台を複数人でシェア

交通量増加

既存台数から輸送量を6倍創出

渋滞や環境負担を軽減

自動運転の世界

ドアツードア移動も
シェアが次の
あたり前になる

シェア型への転換GAP

一般車両（小型車）の
EVへのスイッチ

来たるべく
自動運転へのパス

シェア車両のデザイン
とEVへのスイッチ

自動運転の世界に向けても
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ニーズに合わせた様々なチャネルの依頼を1つに集約していく可能性
多様な価値観に合わせた経路を用意しドライバーの収益向上、ドライバー不足解消への一助を目指す
「観光の足」×「地域の足」を織り交ぜ各エリアにおけ「集約と協業」を実現する存在に

共通の車両スペースを使って
各利用者の移動ニーズを満たす

自社で運行できない場合は
地域の他運行会社に（共同配車）もできる

通常のタクシー・シェア乗り

インバウンド・市外の方 空港利用者・観光地周遊地元の方

LINE・自社アプリ ニアミーWebサイト ニアミーアプリ

地域全体での車両有効活用
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シェアにより
「持続可能な社会」

の実現

「予約でおトク、ラクちん。」のニアミーが三方良しを実現する

• 車両・人材不足への対応
• 安定したインフラの維持

• 行政負担の軽減
• 環境負担を軽減

• 自由な旅行
• 交通手段の確保
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移動の「もったいない」を解決し、1人でも多くの人が
自由に移動でき、住みたいまちに住み続けられる

社会を実現したい


